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講演会、シンポジウム等の概要について（事後報告） 

 
１ 名 称：「日本学術会議 in 石川」学術講演会 

大災害からの復興と持続的社会のモデルを目指して～ 
半島地域からの問題提起 

 
２ 日本学術会議側の主催者：日本学術会議 

 
３ その他の主催団体等： 

・共催：金沢大学 
・後援：石川県、北陸先端科学技術大学院大学 

 
４ 開催日時：令和７年８月２日（土）13:30 ～ 17:35 

 
５ 開催場所：金沢市アートホール（石川県金沢市本町２丁目 15 番１号） 

（ハイブリッド開催） 

 
６ 開催趣旨： 
  令和６年１月に発生した能登半島地震は、“半島”という地域社会に甚大

な被害をもたらしました。この大災害を通して、地域の脆弱性や課題が浮き

彫りとなり、今後の復興と持続可能な社会の構築に向けた新たな視点が求め

られています。本会議は、災害からの復興過程で明らかになった課題を共有

し、これまでの取り組みを検証し、今後必要なことを探ることを目的として

開催しました。 

 
７ 参加人数：351 名（※現地参加・オンライン参加の合計数） 

      講演者等：19 名 
       その他の参加者等：332 名（関係者、報道含む） 

 
８ 特記事項： 
・メディアによる取材・報道等の状況 

当日の取材者：北國新聞、北陸中日新聞、読売新聞、朝日新聞、ＮＨＫ 
報道等の状況：（新聞）北國新聞、北陸中日新聞 

      （ウェブサイト）北國新聞、北陸中日新聞、ＮＨＫ 
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令和７年８月２日（土）、金沢市アートホールに於いて、学術講演会「日本

学授会議 in 石川 大災害からの復興と持続的社会のモデルを目指して～半島地

域からの問題提起」を開催しました。 

 
「日本学術会議 in 石川」の開会にあたり、光石衛日本学術会議会長、和田隆

志金沢大学長、馳浩石川県知事の挨拶、福森義宏日本学術会議中部地区科学者

懇談会石川県幹事、金沢大学名誉教授より趣旨説明をいただいた後、「Ⅰ学術

講演」では５名による講演が行われ、「Ⅱパネルディスカッション」では地域

で活躍する若手６名のパネリストが登壇しパネルディスカッションを開催いた

しました。 

 

  

 

  

 
第１部の学術講演では、 
「大災害からの復興と持続的社会のモデルを目指して～半島地域からの問題提

起」をテーマとして５名の講演者より 
石川県による創造的復興プランや金沢大学、北陸先端科学技術大学院大学、日

本学術会議での取り組み，さらに発災から 15 年近くが経過した東日本大震災か

らの復興過程で浮き彫りとなった課題などを共有し、今後求められる取り組み

についての講演が行われました。 
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石川県能登半島地震復旧・復興推進部

長の新田町弘幸氏より「石川県におけ

る創造的復興に向けた取組みについ

て」と題して講演いただきました。 
「能登半島地震および奥能登豪雨に

ついての被害状況の報告や、救助活

動・広域避難についての報告」等も行

っていただきました。 

 
 
金沢大学理事・副学長、能登里山里海

未来創造センター長の谷内江昭宏先

生より「能登里山里海未来創造センタ

ーが見据える能登の復興と日本の未

来」と題して講演いただきました。 
「能登の地政学的特徴と課題として、

過疎・アクセスがとても悪い奥能登の

外浦西海岸の集落があること」等が紹

介されました。 

 
北陸先端科学技術大学院大学の寺野

稔学長より「北陸先端大の産学連携活

動と能登半島震災復興支援への取り

組み」と題してご講演いただきました。 
「能登半島地震については大学院の

みの構成なので、ボランティアを送る

ことはできないが、石川を活性化する

産学官連携で復興に対して責任を持

っている」等と述べられました。 

 
東北大学災害科学国際研究所教授の

姥浦道生先生より「能登半島地震・豪

雨災害からの復興の空間計画的課題」

と題してご講演いただきました。 
「復興まちづくりにおいて、個人・集

落の双方の考えを具体化し行政と連

携していくことが重要」等と説明され

ました。 
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講演最後は、日本学術会議連携会員・

防災減災学術連携委員会委員、工学院

大学建築学部まちづくり学科教授の

久田嘉章先生より「日本学術会議にお

ける活動報告と提言－激甚化する複

合災害と自助・共助・公助による備え

－」と題してご講演いただきました。 
学術会議として、複合災害への備えと

して８つの提言を紹介。そのうち、「人

命と生活を守る住宅、使い続けられる防災拠点の性能設計」について紹介いた

だいた。災害に対して、長期的なまちづくり的な対策が今後は必要になると提

言し、講演を終えられました。 

 
第２部のパネルディスカッションでは、 
「能登未来を担う若手による能登復興へ提言」をテーマに、若手６名のパネリ

スト（農業、林業・漁業、観光業、事業全般、教育・事業継承の分野）による

プレゼンテーションを行った後に 
「能登が復興の過程で抱えている課題」 
「能登の若者として、今後どんな能登になってほしいか」 
「学術に対して、どのような活動をしてほしいか」 
について、それぞれの立場からのディスカッションが行われました。 

 
パネリストは、 
NPO 法人ガクソー理事長 北澤晋太郎氏 
能登 DMC 合同会社 CMO 小山基氏 
海浜あみだ湯運営管理 新谷健太氏 
珠洲市特定地域づくり事業協同組合事務局 馬場千遥氏 
有限会社山口水産里山担当 山口敦子氏 
のと栄能ファーム代表 山下祐介氏 
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最後に、日本学術会議第三部会員・中

部地区会議代表幹事、名古屋大学未来

社会創造機構教授の高田広章先生が

閉会挨拶を務めらました。 

 
 
 
 
 

 
閉会後には、関係者で記念撮影を行いました。 

 


